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教 育 目 標 教育環境の整備を図り、活力と創造力をそなえた人間形成を学校教育全般で育み、地域との連携を強化し、社会人として「生 総合評価
きる力」を育成する。

運 営 方 針 (1) 地域と共にある学校づくりの推進
(2) 教職員全員による学校経営への参加
①報･連･相の徹底
②教える者自身が学ぶ

(3) 学校教育の充実と生徒理解の推進
①子供たちの可能性を最大限引き出す
②部活動の活性化、生徒会活動の活性化
③学校行事の充実
④総合的な学習の時間等、体験学習の機会の充実

(4) 広報活動の充実

昨年度の成果と課題 本 年 度 の 重 点 目 標 具 体 的 目 標

学習面(学校での学習)・生活 ・基礎的・基本的な知識や技能を習得させ、確かな学力を身に ・基礎的・基本的な知識や技能を反復することで確実に習得させ、進路実現に
面において、基礎・基本の習得 付ける。 向け自ら学ぼうとする力を身に付けさせる。
に一定の成果を得ることができ ・促進講座等を積極的に活用し、進路を実現する学力を伸長する。
たが、今後さらに主体的に学習 ・スタディーサポートの結果を分析することで、学力と生活習慣(家庭学習)の
や諸活動に取り組む姿勢を、一 関連性を的確に指導する。
層伸長して教科間の教職員の連 Ｂ
携・協力体制を強固なものとし ・基本的な生活習慣の確立に取組み、社会に適応できる人づく ・夢･希望･志を育み、目標を持たせる教育活動を推進する。
ていかなければならない。部活 りを目指す。（自らの進路を見据え、将来の夢や希望を持った ・LHR 活動などをとおして、自らの生き方や進路について考えさせるなど、キ
動の加入率が非常に低い。高校 生徒を育成する。） ャリア教育の充実を図り、三年間をとおした教育活動全般で、組織的･計画的に
生活を充実したものにするため 進路指導を行う。
には必要不可欠なものと捉え、 ・高大連携による講義体験、模擬試験、資格取得を積極的に実施し、生徒の進
部活動に参加する生徒をもっと 路実現の意識を向上させる。
増加できるように取り組む。

・正義感や責任感、連帯感を育み、思いやりを持った豊かな人 ・道徳教育を充実し道徳性を養い、主体的に判断する力と適切に行動する力を
間性を育成する。 養う。

・ホームルーム活動での人権教育･特別支援活動の充実(様々な人が生き生きと
活躍できる共生社会を目指す）を図り、常に誠意(思いやりの心）を持って人に
接し、相手の立場に立ったものの考え方を育成する。
・集団活動やボランティア活動また就業体験活動を通して、基本的な生活習慣
やルールを身につけさせ、豊かな人間性を育成する。
・学校や学年また学級行事の意義を周知させ、本校生としての連帯感を共有さ
せ、いじめの根絶に努め、実践力を育む。
・清掃活動等の体験、奉仕活動を通して達成感、成就感、自己肯定感を育成す
るとともに、社会の一員としての自覚を醸成する。

・たくましい体力と強い精神力を育む。 ・部活動を積極的に奨励し、１年を通じ入部率６割を維持する。
危機管理の共通理解。 ・生涯にわたって運動を楽しむ力を身につけ、自らの体力向上に向けて目標を

立て、主体的に取り組む力を育成する。
・健康教育(救急体制の徹底等）、安全教育(交通事故の絶滅等)、食育指導(朝食
の徹底等）を充実する。
・生徒会活動を活性化する。

・地域との連携を一層強化し、「地域と共にある学校づくり」 ・地域のボランティア活動を一層強化する。プロジェクトチーム、教職員、生
を推進する。(校内外の美化活動） 徒会、家庭クラブ、部活動、学級活動の連携の強化を図り、地域(三郷町制５０

周年）を取り込んだ協働活動を実践する。



具体的目標 学校関係者評価（結果
評価項目 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

（評価小項目） ･分析）及び改善方策

学習指導 基礎・基本の学力 ・目的意識を高め学習意欲の向上を目指し ・アンケート調査結果（％） ・今後も更に授業展開 ・学習習慣の定着を図る為
の定着 て、自主学習時間を１日１時間以上させる。 Ｃ １年平日19.6、休日27.1 方法の工夫や教材研究 に家庭学習を促す取り組み

目標達成率50％ ２年平日 8.9、休日12.8 を行う。予習・復習や をもっと進めるべきである。
３年平日17.3、休日22.4となった。 課題の提出等の指導だ 学習意欲を高める授業、分

Ｂ けではなく、進路実現 かりやすい授業を展開し、
・生徒が理解できる、分かりやすい授業を展 ・学校評価アンケート（保護者）によると、に向けて、家での学習 やたっら出来る、もっと勉
開する。 Ａ 82％が本校の授業は分かりやすいと評価し の重要性を認識させい 強したいと思える生徒を増

ている。 く必要がある。 やすよう研修や研究をして
欲しい。

特別活動 ボランティア活動 ・募金活動、ボランティア清掃等への参加を B ・文化祭の売り上げを募金した。また、地 生徒を動かしながら行 ・部活動に頑張る生徒は学
への参加・啓発 増やす。 域清掃には年間２回参加した。 事や取り組みを作り上 校の活性化につながる。入

げていくこと。行事の 部率を上げる取り組みを引
生徒会活動の活性 ・各委員会で行う内容を見直し、委員会活動 B ・活動する委員会と、あまりない委員会の 意味や目的を確認して き続き期待する。
化 から学校の活性化を促す。 B 差が出てしまった。 行事に取り組ませられ ・地域が三郷町制５０周年

るよう、準備をしてい ということもあり、さまざ
部活動の活性化 ・部活動紹介・体験を充実させ、加入率40％ B ・全体加入率は37.7％であるが、学年や男 くこと。 まな取り組みへの参加は、

をめざす。 女による差が大きい。 良い経験になる。

生徒指導 基本的生活習慣の ・遅刻指導対象者および指導内容を共通確認 ・遅刻数は昨年を20％増となった。遅刻に ・基本的生活習慣（健 ・遅刻、欠席が多く生活習
確立 し指導する。昨年度の30％減を目指す。 対する意識高揚と指導改善を図る。 康管理、時間管理）の 慣全般を見直し、指導の強

遅刻指導を通して健康への意識高揚を図る。 B ・一斉頭髪、服装指導の定期的な実施がで 見直しと指導の強化を 化を図って欲しい。
・一斉頭髪、服装点検を定期的に実施する。 きた。 図る。

規範意識の向上 ・生活アンケートを実施し自己認識を高め ・規範意識は向上しつつあるが、安易な考 ・アンケート結果をHR ・規範意識の向上に努めて
る。また、全校集会を通して集団意識の向上 B B えや行動が招く問題行動を防止する。 活動につなげる。 欲しい。これからも継続し
を図る。 ・生活アンケート結果、全校集会の活用。 た指導をお願いしたい。

あいさつの励行 ・毎朝の校門でのあいさつ運動、SHR を通 ・全教員による指導を継続していく。 ・生徒会、クラブ員に ・挨拶運動強調月間に限ら
して、コミュニケーションを意識させ、その B ・あいさつ強調月間で生徒の積極的な取組 よるあいさつ運動の活 ずクラブ員や生徒会の生徒
能力の向上を図る。 ができた。継続した取組にしていきたい。 性化を図る。 達によって継続して欲しい。

進路指導・ 進路希望の実現 ・進路実現に必要な学力を養成するために、 ・各教科の協力も頂き実施できたが、学年 ・常に早くから、学習 ・進路実現の為に、促進講
キャリア 年間を通して促進講座を実施する。 B によって参加生徒が少なかった。 等の重要性を生徒全体 座を継続させ参加人数が増
教育 に知らせるため、集会 えるように進路にむけて力

キャリア教育の推 ・職業人を招いての座談会、保育園実習など ・職業人を招いての座談会のみ実施できな 等を活用する。 をるように期待する。
進 を４回以上実施する。 かったが、１・２年生については予定回数 ・生徒の進路意識を向

・進路講演会、進路ガイダンスを、各学年で B B 以上の進路ガイダンスが実施でき、多くの 上させ、目標を設定さ
年２回実施する。 生徒が積極的に取り組んだ。 せるために、進路ガイ

ダンスの内容を検討し、
進路情報の提供 ・「進路ニュース」を年６回発行する。 ・各学年に適切な資料を提示して進路情報 進路資料室など積極的

・進路説明会やオープンキャンパスの案内、 B を提供することができたが、その都度の活 に利用させる。
及び進路情報誌を適切に提供する。 用については、もう少しである。



具体的目標 学校関係者評価（結果
評価項目 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

（評価小項目） ･分析）及び改善方策

人権教育 人権意識の確立と ・人権ＨＲを充実させることで、人権意識、 ・各学年の実状に応じてそれぞれのクラス ・人権課題が多様にな ・保護者にも参加してもら
仲間づくり ボランティア意識、道徳意識の向上を図る。 Ｂ で人権ＨＲを展開し、人権意識を高めるこ り、それぞれの課題の える学習会は継続してもら

とができた。 対処方法が分かりにく いたい。そして、さまざま
Ｂ くなってきたが、その な人権問題に保護者も理解

生徒、教職員、保 ・時宜的な研修会や学習会の企画・運営。 ・人権学習会として紅葉祭の時に生徒会と 時の大切なものをよく してもらえる学習の機会を
護者の人権意識の ・生徒、教職員、保護者の共通した意識の高 Ｂ 共催でハンドサインのコンサートを実施し 考え研鑽・研修の機会 増やし協力をさらに得られ
高揚と連携 揚とそれに対する啓発活動の具体化を図る。 障がい者への理解を深めることができた。 を設けていきたい。 る努力をして欲しい。

教育相談 教育相談の充実 ・スクールカウンセラー配置事業の有効な活 ・カウンセリングの認知度が高まり、「配 ・年度早めに教育相談 ・本校には、配慮を必要な
特別支援教 用に努め、精神的な不安を抱える生徒への相 慮を要する生徒」についての報告書集約シ の研修会を行ない、カ 生徒が多く、継続してスク
育 談の充実に努力する。 Ｂ Ｂ ステムも稼働し、一部ではあるが外部機関 ウンセラーの有効利用 ールカウンセラーを導入し

・校内教育相談体制の構築に努める。 との連携もできるようになった。カウンセ を認識してもらう。 てもらい有効利用し、校内
・外部機関（教育研究所・医療機関・スクー ラーと担任の連携も徐々にとれるようにな ・「配慮を要する生徒」 の教育相談体制の充実に努
ルカウンセラー等）との連携を図る。 ったが、校内教育相談体制は不完全である。の情報共有が円滑かつ めて欲しい。

厳正に行われるために
報告書のまとめと更新

特別支援教育の推 ・発達障碍等により特別な教育的支援を必要 ・中学校訪問報告により、新入生で発達障 を早めに行い、諸会議 ・昨年度の反省から今年度
進 としている生徒の実態把握に努める。 碍が疑われる生徒の把握ができて、新学期 毎に確認を行なう。 から入学前に中学校訪問を

・学習活動や生活全般にわたる支援の促進と 開始時より、ある程度の支援体制がとれる ・今年度のような非常 実施され、新学期より支援
充実を図る。 Ｂ Ｂ ようになった。 事態にも対応できるよ 体制に生かされたようで、
・特別支援教育支援員制度を活用して、効果 ・支援員制度が理解されるようになり、1 うに、支援員の増員を これからも継続しもらいた
的な授業中の学習支援に努める。 学期は授業中の学習支援も上手く稼働して 要請する。 い。

いた。 ・特別支援教育支援員
・2学期以降は特定の要支援生徒の状態が 制度の有効利用と、発 ・特別支援教育支援員の有
悪化し、専属で支援してもらうことになっ 達障碍理解のため、外 効利用と要支援生徒が少し
てしまい、他の生徒たちへの支援が難しく 部講師による研修会を でも授業での支援が行き届
なった。 早めに実施する。 くようにしてもらいたい。

・引き続き年度当初の
様々な調査や中学校か
らの情報等も鑑み、早
い時期に生徒の状況把
握を行ない、個々の支
援・指導方法を早めに
確立する。

保健・安全 生徒の心身の健康 ・各検診の事前、事後指導の徹底。 ・各検診の事前、事後指導は出来ている。 ・生徒が自ら身体状況 ・生徒が自らの自己管理が
管理 状態の把握と対処 ・学校保健委員会を通した生徒の身体状況、 Ａ ・学校保健委員会、研修等で共通理解を深 の諸問題に興味を持っ できるように育てて欲しい。

健康状態の共通理解。 めた。 て改善しようとする意
識を持たせる為に、指 ・

危機管理体制の整 ・校内救急体制マニュアルに基づく緊急時の ・校内救急体制マニュアルに基づく緊急適 導者側の意識の向上と、
備と安全教育の推 適切で迅速な体制の共通理解。 Ｂ 切で迅速な体制の周知徹底。職員、生徒対 知識の深化を図りたい。
進 ・生徒指導部と連携して生徒を対象とした安 象に講師を招き熱中症・スポーツ障害対策

全教育の実施。 Ｂ ・心肺蘇生法についての講座を開き、応急
手当の理解を深めた。

食育教育の推進 ・生徒の実態把握に基づく全体推進計画の策 ・保健や家庭科の授業で食事の摂り方や栄 ・保護者への働きかけ ・朝食を食べずに登校して
定 Ｃ 養の重要性などを学習した。 を出来るよう改善した くる生徒が多い。食育につ
・生徒、保護者への啓発活動。 い。 いてもっと考えさせる機会

をもつことが大切である。



具体的目標 学校関係者評価（結果
評価項目 具体的方策・評価指標 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 改善方策等

（評価小項目） ･分析）及び改善方策

教職員の研 生徒の実態・ニー ・教科・分掌の研修講座や研修会への積極 ・教育研究所の研修講座等への参加を教科 ・より多くの研修講座 ・
究・研修 ズを踏まえた研修 的な参加奨励と研修内容の共有化を図る。 B や分掌等に促し、参加してもらったが、研 への積極的な参加を促

の実施。実践につ 修内容の共有化を図るための工夫が必要で すだけでなく、研修内
ながる研修講座へ ある。 容の共有化を図るため
の参加。教科の枠 B に、報告会や研修資料
を超えた授業公開 ・学習・生徒指導・進路指導・教育相談等に ・観点別評価やアクテｨブ・ラーニングや の閲覧ができる方途を
・授業研究の実施。関する研修の実施 生徒指導・進路指導・教育相談等の研修を 考えることが必要であ

・授業公開・授業研究の実施 B 実施した。 る。
・保護者に向けての公開授業を実施した。
また、初任者の研究授業を実施した。

学校事務 運営方針に基づい ・生徒が安全に学べる環境である事を当然と ・格技場・屋内運動場の非構造部材耐震対 ・学校敷地内の整備に ・経費削減等の問題もある
た円滑な学校運営 し、学習しやすい学校である事を目標とした B 策工事は事故等もなく無事に完了。視聴覚 おいては、長年の積み が、本校の抱える問題に優
のための教育環境 環境整備を関係各部署との連携を図りながら 室のエアコンの更新等職員からの希望があ 重ねがありその分費用 先順位を付けて順次、解決
の整備。 行う。 った整備には出来るだけの対応を行った。 も時間もかかる。単年 していくことを望む。

度ではなく数年度計画
的確な文書・物品 ・今年度も昨年度の反省内容を生かしなが ・特に支援金関係の問合せが多いので事務 を立てて対応していき
の管理に基づく丁 ら、親切丁寧かつ迅速であり、わかりやすい 室内での情報の共有を図ったが、徹底する たい。
寧な接遇を行う。 説明を心がけた対応を行う。また、そのため B までに至らなかった。県教委担当課の担当 また事務室内での情報

の文書及び物品管理を的確に行えるように管 B 者が異動したこともあり連絡・調整が上手 の共有化を図り内部統
理体制を整理する。 く図られなかった事案が生じた。 制の強化を行っていき

たい。
学校運営経費及び、・空調設備設置モデル事業が本格的に始ま ・今年度からのエアコンの稼働に関しては
光熱水費の適切な り、今後の予測が非常に難しいが、予算状況 電気機器の更新等様々な要因により使用料
執行管理 は余裕があるとは言いかねる状態になると思 金に関しては予算内で執行が出来たが、機

われる。より一層の削減、省エネ等について B 器・設備の適切な使用に関しての周知を徹
の啓発に努め、予算の執行を適切に行う。ま 底するまでには至らなかった。クラブ等の
た、生徒の活動により多く支援が出来るよう 活動になるべく支援できるように努力はし
な徴収金等の執行に努めたい。 たが、金額的な問題もあり全てとはいか

なかった。

広報・渉外 学校の教育活動の ・広報誌「紅葉」の発刊及び HP 等による広 ・「紅葉」の内容は年々充実してきて、今 ・印刷業者との連携を ・学校ＨＰで、昨年に比べ
紹介 報活動の推進 年も豊富な内容で学校の様子を伝えること さらに円滑にし、より てさらに定期的に更新がさ

・本校 HP の中学生や卒業生に対する内容の B ができたと思う。 イメージに近い仕上が れていて、充実されること
充実 ・HP は担当者が定期的に更新。すべての りにしたい。 を期待する。

行事等について紹介できた。
B

保護者・地域・関 ・オープンキャンパスの内容の再検討。特に ・オープンキャンパスは全校体制実施をや ・参加者数を増やすた
係諸機関との連携 生徒の様子を紹介できる工夫について考え B め、写真等を使って学校の様子を紹介した。めにも実施日について
強化 る。 再考する。

同窓会の組織 ・同窓会組織の整備、名簿管理の業者委託。 ・同窓会は活動が停滞ぎみであるが、管理 ・役員を再組織し自発
A を業者に委託したことで会員への連絡を徹 的な活動に発展させた

底することができた。 い。



具体的目標 学校関係者評価（結果
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（評価小項目） ･分析）及び改善方策

図書情報 図書情報を活用し ・各教科、教員からの推薦図書を充実させる。 ・教科からの推薦を選書に反映させ、幅 ・図書購入における、 ・朝の読書や本を語ろう会
た学校生活の展開。・授業をサポートできる図書館の役割を推進 広い分野の図書が増え、授業、学校行事等 綿密な情報収集・選書、など継続して、少しでも本

させる。 でサポートできた。 図書紹介等をさらに工 に親しむように継続指導を
・学校行事（朝の読書・本を語ろう会等）の ・学校行事（朝の読書、本を語ろう会等） 夫する。 期待する。
活性化を図る。 では、広報活動や図書委員会活動の活性化 ・各行事においては事
・図書館だより及び新着図書紹介等の内容を B B により、本に親しむ生徒が増えた。 前指導を徹底し、内容
充実させ、利用者を増やす。 ・図書館だより等の内容の充実・工夫など の改善検討、図書委員
・図書検索システムを活性化させる。 により図書館利用者が増えつつある。読書 会活動の内容を深める。
・ホームページ等で情報発信を活発にする。 習慣の定着が今後の課題である。 ・学級文庫の活用促進

・「３６５日いつでもネット」に学級担任 を図る。
も発信できるようになり、徐々に利用が増
え、迅速な情報発信に役立った。更なる活
用の促進が課題である。

環境・美化 校内施設の保全、 ・美化関連用具、及び清掃用具の点検保全。 ・清掃用具の不具合が多かった。 ・ほうきの先端やモッ ・自分達の学ぶ学校に誇り
安全・防災環境の ・四季折々の花を絶やさない美化活動。 ・危険な生徒用机の修復と椅子の交換。 プ部分の交換，窓用水 を持たせ、公共物を大切に
充実 ・救助袋を使用した防災学習・訓練の実施。 ・チューリップや葉ボタンなどの植栽。 切り等の新規購入など する意識を高めて欲しい。

・「きれいな学校・西和清陵高校」をスロー ・避難訓練に関する DVD（釜石の奇跡） 清掃用具の整備が必要。
ガンに校内美化の意識を高める。 B を視聴した。 ・スローガン「きれい
・安全点検を日常的に行うことにより、危険 ・「きれいな学校」へとの意識が高まった な学校」のため、拭き
箇所や潜在危険を早期に発見し、事故災害の のか，目立つゴミが少なくなった。 掃除の頻度を高める。
可能性を除去する。 ・安全点検を引き続き行ったが，対処に緊 ・安全点検の定着化

B 急を要する危険箇所は発見されなかった。 ・地域により貢献でき
るよう通学路清掃の機

地域に「開かれた ・通学路清掃について、地域の行事の一つと ・通学路清掃時，地域の方から挨拶をして 会を増やす。 ・地域のボランテティア活
学校」となり地域 して定着させるとともに、生徒が地域の人た くださることが増えた ・ゴミの分別回収の意 動に積極的に参加して、さ
コミュニティーに ちとコミュニケーションをとることができる ・分別用のごみ箱に対象外のゴミが混じっ 識の涵養を普段から行 らに地域と共にある学校づ
おける役割を担う 体験の場にする。 B ていることがあった う。 くりに努めて欲しい。

・ゴミの分別回収の啓発と徹底。

第１学年 基本的生活習慣の ・挨拶励行 ・爽やかな挨拶ができる生徒はいるが、挨 ・挨拶週間を設ける。 ・１年生が遅刻が多い。基
見直しから確立へ ・時間厳守の徹底 拶励行は十分に浸透していない。遅刻、欠 ・体調管理を含め、家 本的生活習慣を身につけさ

・身だしなみの指導の徹底 B 席数の多い生徒がいた。また、周囲に迷惑 庭と連携強化を図る。 せ、学校生活のリズムをつ
・礼儀や正しい言葉遣いの定着 をかけずに行動できる生徒は多いが、相手 ・善悪の区別ができ、 けさせるように。
・規範意識の定着 の気持ちを察して行動や言動を選択できな 周囲の気持ちを配慮で

い生徒がいた。基本的生活習慣については きる力を構築する。 ・早い時期から進路の目標
学び直しから基礎 ・基礎基本的内容の復習 再度見直しから確立へとつなげていく必要 ・授業をきちんと受け を考えるようにさせ、家庭
学力の充実へ、 ・家庭学習の定着（予習復習） B B がある。 る忍耐力を定着させる。学習の定着を図ることが大

・授業を大切にする意識の育成 ・多数の生徒の授業に対する姿勢は問題は ・進路指導等を通して、切である。
ないが、一部の生徒が集中力が無かった。 自分の将来像を考えさ

帰属意識と愛校心 ・集団生活の理解となかま意識の育成 ・学習習慣（家庭学習等）は、多数、定着 せる機会を増やし、自
の育成および学校 ・学校行事や課外活動への積極的参加 B していない。 分を大切にすることや
生活での目標設定 ・思いやりの心の育成 ・将来の目標をもって高校生活を送る生徒 本校で成長していく意

・将来を見据えた学校生活の充実 は少数であったが、ＨＲ及び進路のセミナ 欲につながるよう指導
ーなど熱心に取り組む姿も見られ、目標設 する。そうすることに
定を考える生徒が増えた。 より、目標を設定させ、

家庭学習の定着と基礎
学力の充実を図りたい。
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第２学年 中堅学年としての ・規範意識の向上と規律ある行動の確立 ・規範意識は昨年度よりは向上したが、規 ・修学旅行等の行事を ・中だるみの学年であり家
自覚と基本的生活 ・基本的生活習慣の充実 律ある行動は、今後の３学年時の行事等に 通して培った集団の力 庭学習時間が少なく、問題
習慣の充実 B 期待される部分も残っている。また、遅刻 をさらに充実させ、全 行動等も多いのが気になる。

・修学旅行等の学校行事を通じて集団意識、 や欠席等、基本的生活習慣の確立に課題が 体の基本的生活習慣の 部活動の入部率も低く、目
愛校心の高揚を図る。 残っている。 改善に努めさせたい。 的意識をもって学校生活を

B ・修学旅行を無事に終え、他の行事に対し ・個人面談等を通して 送ることが大切である。
進路実現に向けた ・授業を大切にする態度の涵養 ても積極的に取り組めるようになった。 早期に具体的進路目標
学習の習慣づけ ・確実な家庭学習の実現 ・授業を大切にする態度は良くなっている を設定させ、実現のた

B が、家庭学習に対する意識が低い。 めに情報収集と学習に
・自己能力の認識と開発 ・進路実現に対する意識や具体的な取り組 努めさせる。
・進路に関わる情報の収集 みが不十分である。

第３学年 最高学年としての ・基本的生活習慣の確立 ・基本的生活習慣の確立、規範意識の向上 ・進路実現に向けた目 ・今年度の卒業生は、２１
自覚と社会の一員 等、社会で通用する人格形成の指導に重点 標設定が生活全般の意 ７名ということで、入学時
となるための資質 ・規範意識の向上 B を置き一定の成果を挙げた。 識向上に繋がるため、 の２４０名から２３名が退
の育成 B ・学校行事等に主体的に取り組み、充実し 目標の早期設定を学校 学や転学し進路変更となっ

・学校行事等への主体的な参加 た生活を送った。 全体の重要課題として た。ここで学んだ三年間の
・進路実現に向け具体的目標の早期設定を 取り組む必要がある。 事をこれからの自分の進む

進路実現 ・具体的目標の早期設定 し、多くの者が希望を叶え将来に繋げた。 道において大きく成長して
・進路決定後の更なる実力養成が課題であ くれることを期待する。

・家庭学習の充実と促進講座への積極的参加 B る。

・進路決定後の指導の徹底


